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平成 16 年 3 月期(連結･単独)業績予想の修正について 
 

平成 16年 3月期（平成15年 4月 1日～平成16 年 3 月 31 日）の連結並びに単独業績予想につき

まして、平成15年 4月 28日の決算発表時に公表した業績予想を下記の通り修正いたします。 

記 

 
１．平成16年 3月期中間業績予想値の修正（平成15年 4月 1日～平成15年 9月 30日） 

（１） 連 結                          （単位：百万円,％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成15年 4月 28日発表） 

14,700 370 320 

今回修正予想（Ｂ） 13,100 500 410 
増減額（Ｂ－Ａ） △1,600 130 90 

増減率 △10.8％ 35.1％ 28.1％ 
前期（平成 14 年 9 月中間期）実績 14,979 496 658 

（２） 単 独                           （単位：百万円,％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成15年 4月 28日発表） 

13,400 280 270 

今回修正予想（Ｂ） 11,600 190 430 
増減額（Ｂ－Ａ） △1,800 △90 160 

増減率 △13.4％ △32.1％ 59.2％ 
前期（平成 14 年 9 月中間期）実績 13,784 137 472 

 

２．平成16年 3月期通期業績予想値の修正（平成15年 4月 1日～平成16年 3月 31日） 

 （１）連 結                            （単位：百万円,％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成15年 4月 28日発表） 

32,100 900 800 

今回修正予想（Ｂ） 28,000 950 850 
増減額（Ｂ－Ａ） △4,100 50 50 

増減率 △12.7％ 5.5％ 6.2％ 
前期（平成 15 年 3 月期）実績 30,494 1,174 1,771 

 



（２）単 独                             （単位：百万円,％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成15年 4月 28日発表） 

29,600 670 750 

今回修正予想（Ｂ） 25,600 430 800 
増減額（Ｂ－Ａ） △4,000 △240 50 

増減率 △13.5％ △35.8％ 6.6％ 
前期（平成 15 年 3 月期）実績 27,714 422 1,267 

 

３．修正の理由 

 （１）中間期 

当中間期の連結売上高は、時計事業及び電子デバイス事業においては概ね予定通り推移しまし

たものの、プリンタ完成品市場における価格競争の影響により情報関連事業におけるインクジ

ェットプリンタ用ヘッドの受注が当初予想から大幅に減少する見込みとなることから、前回予

想を下回り 13,100 百万円の見込みとなりました。利益面におきましては、売上高は減少する

ものの、情報関連事業において付加価値の高い顔料インク系ヘッドの受注拡大を進めたことに

加え、水晶デバイス及び半導体ウエハ－の生産子会社のコストダウンが寄与し、連結経常利益

500百万円、当期純利益410百万円と前回予想を上回る見込みとなりました。 

 

また、単独業績におきましては、上記と同様に情報関連事業の受注減少が大きく響き、売上高

は 11,600 百万円と減少が見込まれ、利益面におきましてもインクジェットプリンタヘッドの

売上減少による粗利額のダウンが見込まれること、時計事業では国内市場の消費低迷による不

振から、経常利益は190百万円と前回予想を下回る見込みとなりました。また、当期純利益に

つきましては、連結納税制度に基づく法人税等の調整に加え、子会社に対する貸倒引当金の戻

入益として180百万円の特別利益計上が見込まれることから430百万円となる見通しでありま

す。 

 

（２）通期 

当下期も引き続き情報関連事業は受注先の生産計画によれば本格的な回復は期待できず、通期

の連結売上高は28,000 百万円と前回予想を 13％下回る見通しであります。利益面では情報関

連及び電子デバイス事業において市場での価格競争激化により受注先からのコストダウン要

請が厳しく下期は上期よりも採算が低下するものの、連結経常利益950百万円、連結当期純利

益850百万円と上期業績を反映し前回予想を若干上回る見通しであります。 

 

単独業績におきましては、時計事業は下期需要期を迎えるものの、ウェイトの大きい情報関連

事業の受注減少の影響により売上高 25,600 百万円、経常利益 430 百万円と前回予想を下回る

見通しであります。しかしながら、当期純利益につきましては、下期も法人税等の調整及び貸

倒引当金の戻入益が見込まれることから800百万円と前回予想を若干上回る見通しであります。 

 

    尚、下期業績予想の前提条件として、為替レ－トは１米ドル115円を想定しております。 

 

以 上 


